
県議を選ぶモノサ
シ

あなたの願いにこたえられるのは

県民の命とくらし、平和にかかわる大事な選択の日が迫っています。
どの党、どの人が県民の願いにしっかりこたえられるかが問われています。

県民の声を届け、仕事する人を1

どの党・どの人か

　議員の最も大事な仕事は、県民の願いを県政に届けることです。多くの県民
が実現を望む子どもと障がい者の医療費窓口無料化は、実現を求める請願
が、自民・公明・民主・社民・中間会派によって棚上げされています。

県民目線でムダづかいをチェック2
　「危険でムダ」と指摘された浅川ダムを、阿部知事は検証ぬきに建設をすす
めています。膨大なお金と自然への負荷をかけるリニア新幹線建設も地域住
民の反対世論が急速に高まっています。

国にものを言える人でこそ
くらしを守れます

3
　いまの福祉の切り捨てと消費税増税の大本が、自民、公明、
民主の3党合意です。ＴＰＰ参加や原発再稼働も推進の立場
では、長野県の農業も安全も守れないのではないでしょうか。

地元の県議が何をしているか
わからない。仕事できる人で
ないとダメ。　（60代・女性）

満蒙開拓の引き上げ者
です。戦争の恐ろしさし
らない安倍内閣おそろ
しい。　（80代・女性）

県知事に15年度予算要望する
党県委員会と県議団（14年11月）

4 政党助成金、企業団体献金を
拒否している党だから スジを通せます
　政党を堕落させる「政党助成金」、政治をゆがめる「企業・団体献金」。きっぱ
り受け取りを拒否しているのは日本共産党だけです。日本共産党の資金は個人
募金など県民に支えられています。だからこそ、「県民の利益第一」を貫けます。

県民世論で廃止になった
「海外視察」が復活の動き
県民世論で「ムダ」と廃止が決まった公費
での海外視察。ところが今になって「鎖国
化してもいいのか」と、復活をめざす動き
もでています。

リニア新幹線問題で現地視察する
県議団（南木曽町）

自民

主要各政党の政党助成金受取額（14年度）

157億8千万円

66億9千万円

26億円

12億1千万円

4億2千万円

0円

民主
公明
維新
社民
共産

小林伸陽は提案します
地域で循環する経済で活力ある長野県へ
　「地方の再生」には、地方の資源、農地や森
林・自然エネルギーを活用した地域循環型の経

済で地方を元気にします。
　バイオマス発電、県産材
の利用促進、農産物の価格保障制度の実現、活
力ある長野県を目指します。

医療と介護の安心ネットワークづくり
　高齢化・独居世帯の願い、老後も若者も安心してくらせる伊那谷を
と2万3千人もの皆さんの参加で、医療と、福祉・介護のネットワークづく
りが進んでいます。
　上伊那生協病院、老健施設はびろの里、伊那市に総合ケアセン
ターがつくられ、飯島町にも診療所、グループホームなど総合ケアセン
ターがまもなく完成します。みんなで力を合わせ、命と暮らしを守る政
治を実現します。

●原発ゼロをめざし、自然エネルギーの活用で新たな
　産業と雇用を増やします。
●ものづくりや、地域の生活を支える商業など中小業
　者の支援を充実させます。
●雇用のルールを守らせ、みなが安心して働ける労働
　環境の実現に努力します。

上伊那生協病院

伊那総合ケアセンター

飯島総合ケアセンター

長
野
県
議
会
議
員

 

石
坂
ち
ほ 

さ
ん

南
箕
輪
村
長

 

唐
木
一
直 

さ
ん

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
会
長

 小
林
史
麿 

さ
ん

箕
輪
町
長

 

白
鳥
政
徳 

さ
ん

箕
輪
町
議
長

 

下
原
甲
子
人 

さ
ん

上
伊
那
生
協
病
院
長

 

清
水
信
明 

さ
ん

鈴
木
歯
科
医
院
長

 

鈴
木
信
光 

さ
ん

前
箕
輪
町
長

 

平
沢
豊
満 

さ
ん

信
州
大
学
名
誉
教
授

 

野
口
俊
邦 

さ
ん

上
伊
那
医
療
生
協
専
務

 野
口
正
泰 

さ
ん

南
箕
輪
村
議
長

 

原

　悟
郎 

さ
ん

医
師

 

福
冨
み
ず
ほ 

さ
ん

飯
島
町
議
長

 

松
下
寿
雄 

さ
ん

看
護
師

 

村
田
裕
子 

さ
ん

衆
議
院
議
員

　藤
野
や
す
ふ
み

ア
イ
ウ
エ
オ
順

党派をこえて します援応
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●日本共産党の見解をお知らせします。民主長野 2015年3月号外　日本共産党長野県委員会
長野市若里1-12-7　TEL026-226-8376

みなさんのご意見、ご要望、ご提案をお寄せください。
連絡先

▲

小林伸陽事務所　箕輪町中箕輪12229　TEL0265-70-6053　FAX0265-70-6072
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小林
県議会議員県議会議員

伸陽
こばやし しんよう 1943年12月1日生まれ、39歳で箕輪町長選に挑

戦するも落選、その後町議を3期務める。1999年
以来県議4期連続当選。上伊那医療生活協同組合
の設立に参加、初代専務理事・副理事長を歴任、現在
理事長として地域の医療福祉の充実に取り組む。

● 現 職
県議会議員・党県議団副団長・
上伊那医療生活協同組合理事長
日本共産党長野県委員・同上伊那地区副委員長

　「
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